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ピタゴラス三角形と内接円・１ 

 

３：４：５や，５：１２：１３のように，３辺の長さの比が整数の比となる三角形を，ピタゴラス三角形

といいます。ピタゴラス三角形の３辺の比は，ある２つの整数ａ，ｂから， 

（２×ａ×ｂ）：（ｂ×ｂ－ａ×ａ）：（ｂ×ｂ＋ａ×ａ）の形で与えることができます。 

例えば，ａ＝１，ｂ＝２のとき，（２×１×２）：（２×２－１×１）：（２×２＋１×１）＝４：３：５と

なります。 

 

 

 

 

 

 

必要であれば以上のことを利用して，次の問いに答えなさい。 

 

（１）図１は，ある三角形ＡＢＣの辺上の点Ｄ，Ｅ，Ｆに円周が接する円を描いたものです。ＡＢ＝８㎝，

ＢＣ＝１１㎝，ＣＡ＝９㎝のとき，ＡＤの長さは何㎝ですか。 

 

（２）図２は，ある直角三角形ＡＢＣの辺上の点Ｄ，Ｅ，Ｆに円周が接する円を描いたものです。 

ＢＣ＝２４７㎝，ＣＡ＝２６５㎝で，円の半径が３９㎝のとき，ＡＢの長さは何㎝ですか。 

 

（３）（２）のように，３辺の長さの比が整数比となる直角三角形ＡＢＣの辺上の点Ｄ，Ｅ，Ｆに円周が接

する円について考えます。円の半径が，辺ＡＢあるいはＢＣの
３

１７
倍の長さのとき， 

直角三角形ＡＢＣの３辺の長さの比として考えられるものを１つ答えなさい。 

 

図１             図２ 
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ピタゴラス三角形と内接円・１ 

（１）３㎝ （２）９６㎝ （３）８４：１８７：２０５（比の順序不問） 

 

（１）図①のように円の中心ＯとＤ，Ｅ，Ｆを結ぶと，それぞれの辺と垂直に交わる線になります。斜線部

分の三角形ＯＡＤとＯＡＦ，影をつけた三角形ＯＢＤとＯＢＥ，あみ目部分の三角形ＯＣＥとＯＣＦは

それぞれ合同なので，ア～ウの長さの関係が成り立ちます。 

   ア＋イ＝８，イ＋ウ＝１１，ウ＋ア＝９という式を解いて，ア＝３，イ＝５，ウ＝６となるので， 

ＡＤの長さは３㎝です。 

 

（２）図②のように円の中心ＯとＤ，Ｅ，Ｆを結んで考えると，四角形ＤＢＥＯは１辺の長さが３９㎝の正

方形になります。ＥＣ＝２４７－３９＝２０８（㎝）より，ＣＦの長さも２０８㎝， 

ＡＦ＝２６５－２０８＝５７（㎝）より，ＡＤの長さも５７㎝なので，ＡＢ＝５７＋３９＝９６（㎝）

です。 

 

 図①                      図② 
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（３）（２）の図②において，ＣＡ＝ＡＦ＋ＣＦ＝ＡＤ＋ＣＥより， 

ＣＡ＝ＡＢ－３９＋ＢＣ－３９＝ＡＢ＋ＢＣ－３９×２となっているので，円の半径３９㎝は， 

（ＡＢ＋ＢＣ－ＣＡ）÷２によって求めることができます。ここで，図③で考えると，円の半径は， 

｛２×ａ×ｂ＋ｂ×ｂ－ａ×ａ－（ｂ×ｂ＋ａ×ａ）｝÷２ 

＝（２×ａ×ｂ－２×ａ×ａ）÷２ 

＝ａ×ｂ－ａ×ａ 

となります。 

 

   図③ 

 

 

 

 

 

 

 

ａ×ｂ－ａ×ａ＝ａ×（ｂ－ａ）であることから， 

ａ×（ｂ－ａ）＝
３

１７
×２×ａ×ｂ の場合と， 

ａ×（ｂ－ａ）＝
３

１７
×（ｂ×ｂ－ａ×ａ） の場合の一方を考えればよいことになります。 

  ａ×（ｂ－ａ）＝
３

１７
×２×ａ×ｂ で考えると， 

ｂ－ａ＝
６

１７
×ｂ より，ａ＝

１１

１７
×ｂ，ａ：ｂ＝１１：１７となります。このとき， 

（２×ａ×ｂ）：（ｂ×ｂ－ａ×ａ）：（ｂ×ｂ＋ａ×ａ）＝１８７：８４：２０５となります。 

また，ａ×（ｂ－ａ）＝
３

１７
×（ｂ×ｂ－ａ×ａ）で考えることも可能ですが，算数の範囲では式の処

理が大変になります。この場合ａ：ｂ＝３：１４となりますが，ここから３辺の長さの比を求めると，

８４：１８７：２０５となって答えは同じになります。この検証を避けるために，設問は「１つ答えな

さい」としています。 
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